
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 

2017 年 

2 月 25 日(土)  18:00-20:00  

西天満パークビル3号館 1階 

［エートスステーション］ 

大阪市北区西天満3丁目14番 1６号 

参加費用 ￥1,000 

⦿ ヨットによる世界周航で得た 

気づきと学び。 

⦿ これからの未来に向かっていくための 

日本文化の見直し。 

・ 旧暦カレンダーの活用法 

・ ドラム缶による炭の自作 

⦿ 都市と田舎の交流と 2 住生活について。 

・ 方丈庵 

 

ご 予 約 

お 問 い 合 わ せ TEL：090-8388-1885 
コスモス活性化グループ（代表 福好道明） 

E-mail  : michiaki.77-24@softbank.ne.jp 

 

【プロフィール】 

松村賢治 

（建築家・一般社団法人 南太平洋協会 理事長） 

1942年広島市生まれ。1966年大阪大学大学院建築工学修士

課程修了後、（株）竹中工務店入社。1974年同社を退社。ヨ

ットによる世界周航から帰国後、建築研究所開設。1987 年

日本で 115年ぶりとなる「旧暦カレンダー」を企画考案・発

行。1995 年以降、広島でネイチャーキャンプ場や滞在型市

民農園等を企画・設計。炭を自然エネルギーとして生かした

日本古来の生活を見直し、火と煙の文化の復興に力を注ぐ。

1998 年以来、パプアニューギニア・アイタペ津波被災地の

自立支援活動に従事。2011年 3.11後、製炭文化の見直しに

邁進。専門は建築設計管理、地域計画、陸・海・空・自然遊

びの実践と指導。著書多数。 

《講演内容》 


